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概要 

 

大学のHPの作成において履修の情報を提供する時間割表の作成は必須である。筑波大学

でも HPに載せる情報を最新のものにするために時間割表の作成を行っている。現在顧客の

担当する学類ではHPの作成を業者の人に委託しているが、例外として時間割表作成の部分

の作成を顧客が受け持っている。時間割表の作成は現在顧客のみしか行えず、顧客の負担と

なっている。顧客の要望としてその負担を減らすために時間割作成の業務を第三者に委託す

る事があり、システム開発を通してそれを実現する事を本プロジェクトの目的とする。目的

の実現のために本プロジェクトは時間割表を作成するためのシステムとして時間割表を作成

する Web アプリケーションの開発を実施した。Web アプリケーションの開発にあたって現

在行っている時間割表作成の業務の調査を行い、業務の委託に必要な機能の提案を行った。
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第1章 はじめに 
 

 

 

大学のHPに載せるコンテンツにおいて時間割表は学生に履修の情報を与える重要な役割

を持っている。時間割表は基本的には縦軸を時限、横軸を曜日とした二次元の表となってお

り、表には学生の履修するべき科目が表示されている。また、時間割表は学生により見やす

いものであるために学期や年次によって複数の時間割表に分けられ、それぞれ別のWebペー

ジに掲載されている事がある。また、時間割表に載せる科目の曜日・時限やシラバスへのリ

ンクといった情報は毎年更新されるのでHPを制作する人は時間割表の科目の情報を常に最

新のものにしなければならない。現在顧客である筑波大学の高橋伸准教授顧客の担当する学

類ではHPの作成を業者の人に委託しているが、例外として時間割表の部分のみを顧客が受

け持っている。時間割表作成の業務は顧客しか行えず、顧客の負担となっている。本プロジ

ェクトでは時間割表作成の業務を第三者に委託する事によって、顧客の負担を減らすことを

目的としている。本プロジェクトではこの第三者を大学の事務の人とする。しかし、現在顧

客が行っている時間割表作成の業務において、以下の理由から現在の業務のままでは委託す

る事ができない。 

 

 顧客の所持する Javaアプリケーションを利用している 

時間割表には学類の科目全てを入れる必要があり、その数は 150と膨大である。そ

のため顧客は時間割表の作成のために自作の Javaアプリケーションに利用している。

このJavaアプリケーションを動作させるためにはEclipseといったツールを使う必要

があり、大学の事務の人にはそれを使うための知識は無い。そのため Eclipse といっ

たツールを介さずに時間割表を作成できるようにする必要がある。 

 

 委託する対象にHTMLや CSSを記述する知識が無い 

業務を委託する対象である事務の人は日ごろの業務からブラウザから Web ページ

を閲覧する事やタイピング、ドラッグアンドドロップといった基本的な操作は可能で

あるが、HTMLや CSSを記述する事はできない。 

 

上記の問題を解決するために本プロジェクトでは以下の項目を実現する時間割表作成アプ

リの開発を実施した。 

 

 特定のツールを使う事なくWeb上のみで時間割表を作成する事ができる 

 使用者は Web アプリケーションを利用するにあたって特定のツールを使用する事

無く時間割表の形式を設定でき、様々な形式の時間割表を作成する事ができる。 

 

 作成した時間割表を学類の HPに載せるためのファイルを作成する事ができる。 

 HTML や CSS の記述の知識が無くともユーザは作成した時間割表を学類の HP に

載せるために時間割表の情報を含めたHTMLとCSSファイルを入手する事ができる。 

 

この時間割表作成アプリを利用する事で事務の人は Web ページ作成の知識が無くても時
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間割表を表示するためのファイルを作成する事ができ、それをサーバにアップロードする事

で HPに時間割表を載せる事ができる。 

本書の構成について、本書は全 6章で構成されている。第 2章では本プロジェクトの背景

と目的、開発体制、スケジュールについて述べる。第 3章では時間割表作成アプリを導入す

る前の時間割表作成の業務について述べる。第 4章では開発した時間割表作成アプリの設計、

実装ついて述べる。第 5章では開発した時間割表作成アプリの動作について述べる。第 6章

ではまとめと今後の課題について述べる。また、付録としてプロジェクト管理の資料、本シ

ステムの設計資料、本システムの運用に関する資料を添付する。 
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第2章 プロジェクトの概要 
 

 

 

2.1 プロジェクトの背景 

 大学のHPの作成において履修の情報を提供する時間割表の作成は必須である。筑波大学

でも HPに載せる情報を最新のものにするために毎年時間割表の作成を行っている。顧客の

担当する学類では現在HPの作成を業者の人に委託しているが、例外として時間割表作成の

部分の作成を顧客が受け持っている。時間割表の作成は現在顧客のみしか行えず、顧客の負

担となっている。 

 

2.2 プロジェクトの目的 

本プロジェクトの顧客である高橋伸准教授の要求は二つあり、一つ目の要求として、現在

行っている時間割表作成の業務を第三者に委託できるようにする事を望まれている。業務を

委託する対象として本プロジェクトでは大学の事務の人を想定している。事務の人は Web

ページを閲覧する事やタイピング、ドラッグアンドドロップといった基本的な操作はできる

が Javaのアプリケーションを開発環境にて実行する事やHTML・CSSを記述する事はでき

ない。よって本プロジェクトはそのような知識が無くともWebページに時間割表を載せるた

めのファイルを作成できるようにする事が一つ目の要求を実現するにあたっての目的である。 

顧客の二つ目の要求として、時間割表の作成において様々な形式の時間割表を作成できる

ようする事を望まれている。ここでの様々な形式とは複数の学類についてそれぞれ時間割表

を作れる事だけでなく、時間割表の縦軸と横軸について曜日・時限をどのようにするか、時

間割表を複数に分ける場合一つの時間割表にどこまでの年次・学期の科目を載せるか、別の

年次・学期へのリンクはどこに表示するか、科目ごとの年次・学期、教室、担当教員、シラ

バスへのリンクといった情報をどこまで載せるか、フォントや色をどのようにするか等であ

る。よって本プロジェクトでは学類それぞれに対して時間割表の形式を設定できるようにす

る事が二つ目の要求を実現するにあたっての目的である。 

本プロジェクトでは上記二つの要求を実現する事を目的とする。 

 

2.3 提案内容 

 本プロジェクトの目的の実現のために以下の三項目を実現する時間割表作成アプリを作成

する事を提案した。 

 

 時間割表を作成し、学類の HPに掲載する事ができる。 

 Web上の操作だけで時間割表を作成し、それをWebページに載せるためにHTML・

CSS としてダウンロードできるようにする。これによりユーザは HTML・CSS を記

述する知識が無くてもそれらを作成する事ができ、このファイルをサーバにアップロ

ードする事で学類のHPに時間割表を掲載する事ができる。 
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 年次・学期・時限・曜日等について時間割表の形式を設定する事ができる。 

 学類それぞれについて、一つの時間割表に載せる科目の年次と学期の範囲や科目の

情報の表示・非表示といった形式を設定し、それを保存できるようにする。これによ

りユーザは様々な形式の時間割表を作成できる。また、時間割表を二回目以降は作成

する時は以前の設定を使用する事ができる。 

 

 新年度に時間割表を更新する事ができる。 

 新しい科目のデータを時間割表作成アプリにアップロードする事で時間割表に載せ

る科目のデータを更新できるようにする。これによりユーザは新年度に再び時間割表

を作る際に科目の情報を新年度のものにし、時間割表を再び作成する事ができる。 

 

 上記の一つ目の項目により顧客の一つ目の要求を実現し、二つ目の項目により顧客の二つ

目の要求を実現する。 

 

2.4 プロジェクトの体制 

本プロジェクトのステークホルダについて述べる。開発メンバーは筆者である筑波大学高

度 IT人材育成のための実践的ソフトウェア開発専修プログラムの学生である松井要の一人、

課題担当教員・指導教員・顧客は高橋伸准教授である。高橋伸准教授は課題担当教員として

本プロジェクトの課題を開発メンバーに提供し、指導教員として中間報告書、特定課題研究

報告書等のチェックを行い、顧客として開発メンバーの提案に対してフィードバックを行う。

想定する利用者は筑波大学の事務の方々である。事務の方々は今後行う予定である評価実験

について、開発メンバーからの協力要請に対してフィードバックを提供する。 

 

 

図 2-1 ステークホルダ 

 

次に本プロジェクトの運用について述べる。本プロジェクトでは MT での対話とメールで

のやり取りを通して開発内容の調整や作成するアプリケーションの提案を行い、開発を進め

る。次に本プロジェクトの管理に使用したツールについて述べる。本プロジェクトではスケ
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ジュール、ドキュメント管理のために PukiWiki のページにスケジュールの情報を載せ、ド

キュメントの共有に Google Driveでのドキュメントの URLを PukiWikiに載せる事で共有

した。 

 

表 2-1 プロジェクト管理に使用したツール 

種類 名称 バージョン 

スケジュール・ドキュメント 

管理ツール 

PukiWiki 1.4.7 

ドキュメント共有ツール Google Drive // 

 

2.5 プロジェクトのスケジュールと実際の作業期間 

図 2.2にプロジェクトのスケジュールと実際の作業期間を示す。本プロジェクトでは図に

あるオレンジ色の矢印を予定として開発を進めた。本プロジェクトでは初めに要件定義を行

い、次に時間割表作成アプリの機能である時間割表を作成し HPに掲載する事、形式を設定

する事、科目のデータを更新する事を実現、最後にマニュアル・特定課題研究報告書の作成

を行った。また実際の作業期間は図にある青色の矢印である。 

 

 

図 2-2 プロジェクトのスケジュールと実際の作業期間 

 

2.6 プロジェクトの振り返り 

次に本プロジェクトの振り返りについて述べる。振り返りの手法には KPT 法を使用した。

KPT法では引き続き行うべき事である Keep、問題点である Problem、次回以降するべき事

である Tryに分け、それぞれについて述べる。 

 Keep 

 実際に動作するアプリの作成を行った。具体的な成果がある事で MT での話し合い

の内容をより具体的にする事ができた。 

 実行環境の設計を行った。開発環境だけでなく実行環境の事について考える事でア

プリを実際に使用する事を想定する事ができた。 
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 Problem 

 MTを行わなかった期間があった。これによって開発が大幅に遅れた。 

 事務の人に実際に使用してもらい、評価を集める事ができなかった。 

 

 Try 

 実行環境にてアプリを動かす。 

 事務の人に実際に使ってもらい、ユーザビリティ評価実験を行う。 

 毎週MTを行うため、毎週のスケジュールを決める。 
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第3章 時間割表作成アプリ導入前の時間割表 

作成の業務 
 

 

 

3.1 業務の全体の流れ 

 図 3-1 と図 3-2 に現行の時間割表作成の業務の流れを示す。初めに顧客は担当する学類

で開講されている科目のデータを取得するために KDB(筑波大学教育課程編成支援システ

ム)と呼ばれる Web ページから必要な学類のみの科目の一覧のデータをダウンロードしてい

る(図 3-1の 1)。 

このデータには時間割表に含む必要のある共通科目は含まれていない。そのため現在は固

定時間割と呼ばれる共通科目の一覧が載った時間割表を参考に CSV ファイルに共通科目を

手動で入力し、時間割表の作成に必要な科目全てが載った CSVファイルを作成している（図

3-1の 2）。 

次にこの CSV ファイルを顧客の所持する読み込ませることで CSVに含まれている情報を

HTML・CSS ファイルとして自動記述し、時間割表を含む Web ページのファイルを作成す

る(図 3-2 の 3)。また、CSV ファイルには科目名の他に科目番号、曜日、時限、履修年次、

履修学期、科目の担当教員、教室といった情報はあるがシラバスのリンクは含まれていない。

そのため Java アプリケーションによって HTML や CSS を作成する際にはシラバスの年度

を設定し、それも自動記述する。 

次に作成した時間割表を含む Web ページのファイルを学類の HP に掲載するためには

HTML 及び CSS ファイルをサーバにアップロードする必要がある。そのために現在顧客は

sftpコマンドや Dreamweaverを使用してサーバにアップロードを行っている(図 3-2の 4)。 

 

 

図 3-1 現行の時間割表作成の業務の流れ(1/2) 
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図 3-2 現行の時間割表作成の業務の流れ(2/2) 

 

3.2 Webページと時間割表の関係 

作成された時間割表を含む Web ページを HP に適用したイメージを図 3-3 に示す。図の

Web ページでは春学期の時間割と秋学期の時間割を別々に表示するために二つの HTML フ

ァイルを使用している。本アプリケーションが作成するのはヘッダーとフッターの間の部分

であり、その一つ一つを本アプリケーションでは「時間割表」と定義する。図 3-3にある「平

成 28年度時間割表」のような複数のWebページに共通で表示するタイトルを本アプリケー

ションでは「コンテンツのタイトル」と定義し、コンテンツのタイトルのような複数の Web

ページに共通して適用する設定を「共通の設定」と定義する。図 3-3にある「春学期」「秋学

期」のようなページごとに異なるタイトルを本アプリケーションでは「時間割表のタイトル」

と定義し、時間割表のタイトルのようなページごとに適用する設定を「時間割表ごとの設定」

と定義する。 

 

 

図 3-3 時間割表を含むWebページ 

 



 

9 

 

3.3 KDB(筑波大学教育課程編成支援システム) 

時間割表の作成に必要な科目のデータを取得するために現在顧客は KDB（筑波大学教育

課程編成支援システム）と呼ばれるWebページを利用している。KDBには筑波大学の全て

の科目の科目番号・科目名・年次・曜日・時限・担当教員等の情報が保存されており、全て

の科目の情報をリストとして見る事ができる他、科目番号の一部を入力する事によって絞り

込み検索を行う事ができる。また、KDBには表示中の科目の情報のリストを CSVファイル

として出力する機能を持っている。しかしながら、KDB は科目の情報の一覧を取得するシ

ステムであり、学類ごとの時間割表を作成する機能を持たない。そのため現在顧客は学類の

ページにのせる時間割表の作成のために KDB から時間割を作成する学類の科目を絞り込み

検索した一覧のデータを CSVファイルとしてダウンロードしている。 

 

 

図 3-4 筑波大学教育課程編成支援システム(https://kdb.tsukuba.ac.jp/) 
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第4章 時間割表作成アプリの設計と実装 
 

 

 

4.1 時間割表作成アプリ導入後の時間割表作成の業務 

 図 4-1 に時間割表作成アプリ導入後の時間割表作成の業務を示す。本アプリケーションを

用いる事で図 3-2 にて述べた HTML・CSS ファイルを取得する業務を行う事ができる。事

務の人は本アプリケーションを用いて時間割表の形式を設定し、形式を設定した時間割表を

含むWebページとしてHTML・CSSファイルを取得する。そして取得したファイルを学類

のサーバにアップロードする事で、時間割表を学類の HPに載せる事ができる。 

 

 

図 4-1 時間割表作成アプリ導入後の時間割表作成の業務 

 

4.2 アプリケーションの設計 

4.2.1 アプリケーションでできる事 

 アプリケーションの機能について述べる。ユーザである事務の人は本アプリケーションを

用いて以下の項目を行う事ができる。 

 

 時間割表を作成する学類を選択 

 時間割表の形式を設定 

 時間割表の複製・削除 

 HTML・CSSファイルのダウンロード 

 以前使用した設定の再使用 

 科目のデータの更新 

 

4.2.2 設定できる時間割表の情報の一覧 

 時間割表の形式の設定について述べる。ユーザである事務の人は本アプリケーションを用

いて以下の項目を設定する事ができる。 
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 共通の設定（学類ごとに使用） 

 コンテンツのタイトル 

 曜日と時限の配置 

 時間割表のリンクの位置 

 

 時間割表ごとの設定（時間割表ごとに使用） 

 時間割表のタイトル 

 表示する科目の年次 

 表示する科目の学期 

 リンク名 

 

 科目の情報表示設定（学類ごとに使用） 

 年次の表示・非表示 

 学期の表示・非表示 

 担当教員の表示・非表示 

 シラバスのリンクの表示・非表示 

 シラバスの年度 

 一年次の科目の背景色 

 一年次の科目の背景色の表示・非表示 

 

4.2.3 想定するアプリケーションの利用 

 アプリケーションの利用の手法として、事務の人の仕事の場所である筑波大学学内のみを

想定した。また、事務の人が入れ替わる事を考えて、インストールの不要な Webアプリケー

ションを作成する事を決定した。 

 

4.3 アプリケーションの実装 

4.3.1 使用する科目のデータ 

図 4-2に KDBから取得した CSVファイルの内容を示す。本アプリケーションではファイ

ルの全内容のうち科目番号、科目名、年次、学期、曜日、担当教員を科目のデータとして使

用する。また学類で開講される科目は科目番号から絞り込み検索が可能である。本アプリケ

ーションでは絞り込み検索の時に使用する英字を学類の記号とする。 

 

 

図 4-2 使用する科目のデータ 
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4.3.2 データベースに保存するデータ 

 本アプリケーションのデータベースに保存するデータについて述べる。それぞれの設定に

ついて、学類ごとに使用する設定は学類の記号を主キーに、時間割表ごとに使用する設定は

時間割表 IDを主キーとした。 

 

 科目のデータ 

 科目番号（主キー） 

 科目名 

 年次 

 学期 

 曜日・時限 

 担当教員 

 

 共通の設定 

 学類の記号（主キー） 

 コンテンツのタイトル 

 曜日と時限の配置 

 時間割表のリンクの位置 

 

 時間割表ごとの設定 

 時間割表 ID（主キー） 

 学類の記号 

 時間割表のタイトル 

 表示する科目の年次 

 表示する科目の学期 

 リンク名 

 

 科目の情報表示設定 

 学類の記号（主キー） 

 年次の表示・非表示 

 学期の表示・非表示、 

 担当教員の表示・非表示 

 シラバスのリンクの表示・非表示、 

 シラバスの年度 

 一年次の科目の背景色、 

 一年次の科目の背景色の表示・非表示 

 

4.3.3 アプリケーションの実行環境 

 

図 4-3 にアプリケーションの実行環境を示す。本アプリケーションはアプリケーション部

分とデータ部分に分けられる。アプリケーション部分はユーザの PCへWebページの表示を

行う。データ部分はアプリケーションからの要求に対して情報の提供を行う。また、共通科

目は学類の記号を用いて科目番号から絞り込み検索ができないため、学類ごとに共通科目の
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CSVファイルをそれぞれ保存している。図 4-4に共通科目の CSVファイルの例を示す。 

 

 

図 4-3 アプリケーションの実行環境 

 

 

図 4-4 共通科目の CSVファイル 
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4.4 アプリケーションの画面遷移図 

図 4-5に時間割表作成アプリの画面遷移図を示す。ユーザがWebページにアクセスした時

初めトップページが表示される。ここでユーザは時間割表を作成する学類を選択する。 

時間割表の表示ページではユーザが形式を設定している最中の時間割表が表示される。 

共通の設定のページと科目の情報の表示設定ページではトップページで選択された学類に対

応する設定が表示され、ユーザはその内容を編集できる。時間割表ごとの設定ページでは形

式を設定中の時間割表に対応する設定が表示され、ユーザはその内容を編集できる。 

 

 

図 4-5 Webアプリの画面遷移図 
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4.5 開発に使用したツール 

 開発に使用したツールを表 4-2 に示す。開発では開発環境として Eclipse、実行環境とし

て OSに CentOS、Webサーバに Apache HTTP Serverを使用した。 

 

表 4-1開発に使用したツール 

種類 名称 バージョン 

OS CentOS 6.0 

開発環境作成ツール Eclipse 4.6.1 

Webサーバ Apache HTTP 

Server 

2.2 

アプリケーションサーバ Apache Tomcat 7.0.73 

プログラミングツール Java Deployment 

Toolkit 

1.80 

データベース Sqlite3 3.8.7.2 
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第5章 時間割表作成アプリの動作 
 

 

 

5.1 時間割表を作成する学類の選択 

 

 時間割表アプリで時間割表を作成する学類を選択する時の流れを図 5-1 に示す。ユーザは

Web ページ上で時間割表の学類を選択し、時間割表作成の業務を開始する(図 5-1 の 1)。こ

の時アプリケーション部分から学類に対応する学類の記号を送信する(図 5-1の 2)。データ部

分はアプリケーション部分から送られた学類の記号を用いて形式の設定のデータを作成する

(図 5-1の 3)。 

 

 

図 5-1 時間割表を作成する学類の選択 

 

学類を選択するためにユーザが初めにアクセスするトップページを図 5-2 に示す。ユーザ

はリストボックスから時間割表を作成する学類を選択し、「作成」ボタンを押下する事で時間

割表作成の業務を開始する。 
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図 5-2 トップページ 

 

5.2 時間割表の形式の設定 

5.2.1  設定中の時間割表を表示 

 時間割表アプリで時間割表の形式を設定する際に、設定中の時間割表を表示する時の流れ

を図 5-3 に示す。初めに設定中の時間割表 ID を用いて時間割表ごとの設定のデータから学

類の記号を検索する(図 5-3の 1)。次に時間割表 IDと検索した学類の記号を持つ形式の設定

のデータと科目のデータを検索する(図 5-3の 2)。検索する対象は時間割表ごとの設定、共通

の設定、科目の情報表示設定、科目のデータと共通科目の CSV ファイルである。検索によ

って取得した設定と科目のデータをアプリケーション部分へ送り(図 5-3の 3)、それらを反映

した時間割表をWebページに表示する(図 5-3の 4)。 

 

 

図 5-3 設定中の時間割表の表示 

 

5.2.2 形式の設定を反映 

 次にユーザが入力した時間割表の形式の設定を反映する時の流れを図 5-4 に示す。ユーザ
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は初めに Web ページ上から設定を入力する(図 5-4 の 1)。アプリケーション部分は入力され

た設定と設定中の時間割表 IDをデータ部分に送信する(図 5-4の 2)。データ部分はアプリケ

ーション部分から送られた時間割表 IDから学類の記号を検索する(図 5-4の 3)。次に学類の

記号から形式の設定のデータを検索し、それぞれをユーザから入力された設定に基づいて更

新する。 

 

 

図 5-4 形式の設定を反映 

 

 図 5-5 に設定中の時間割表を表示するページと形式設定ページへのリンクを示す。ユーザ

は赤色の矢印のリンクから共通の設定ページ、時間割表ごとの設定ページ、科目の情報の表

示設定ページに移動し、それぞれのページで形式の設定を行う。 

 

 

図 5-5 時間割表の表示ページと形式設定ページへのリンク 

 

 図 5-6に共通の設定ページを示す。ユーザはこのページからコンテンツのタイトル、曜日・

時限を時間割表の縦軸・横軸のどちらにするか、時間割表のリンクの位置、時間割表のリン

ク名についてそれぞれのフォームから設定し、「適用」ボタンを押下する事によって設定を保

存する事ができる。 
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図 5-6 共通の設定ページ 

 

図 5-7に時間割表ごとの設定ページを示す。ユーザはこのページから時間割表のタイトル、

時間割表に表示する科目の年次・学期の範囲についてそれぞれのフォームから設定し、「適用」

ボタンを押下する事によって設定を保存する事ができる。 

 

 

図 5-7 時間割表ごとの設定ページ 
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図 5-8 に科目の情報の表示設定ページを示す。ユーザはこのページから科目の情報である

学年・学期・担当教員・シラバスのリンクの表示・非表示、使用するシラバスの年度、一年

次の科目の背景色の表示・非表示、一年次の科目の背景色についてそれぞれのフォームから

設定し、「適用」ボタンを押下する事によって設定を保存する事ができる。 

 

 

図 5-8 科目の情報の表示設定ページ 

 

5.3 時間割表の複製 

 時間割表を複数の学期や年次に分けて作成するために、時間割表アプリで時間割表を複製

する時の流れを図 5-9 に示す。ユーザは Web ページ上で時間割表の複製を実行する(図 5-9

の1)。この時アプリケーション部分から表示中の時間割表 IDをデータ部分に送信する(図5-9

の 2)。データ部分はアプリケーション部分から送られた時間割表 ID から学類の記号を検索

する(図 5-9 の 3)。そして学類の記号を持つ時間割表ごとの設定を新しく作成する(図 5-9 の

4)。 
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図 5-9 時間割表の複製 

 図 5-10に時間割表の複製のリンクを示す。ユーザは赤色の矢印が示すリンクから時間割表

の複製を実行する。複製によって増えた時間割表は赤い丸の部分のリンクの数が増える事に

よって目視で確認できる。 

 

 

図 5-10 時間割表の複製リンク 

 

5.4 時間割表の削除 

誤って複製した時間割表を削除するために、時間割表アプリで時間割表を削除する時の流

れを図 5-11 に示す。ユーザは Web ページ上で時間割表の削除を実行する(図 5-11 の 1)。こ

の時アプリケーション部分から表示中の時間割表 IDをデータ部分に送信する(図5-11の2)。

データ部分はアプリケーション部分から送られた時間割表 ID から時間割表ごとの設定を検

索し、学類の記号を取得する(図 5-11の 3)。次に検索した時間割表ごとの設定を削除する(図

5-11の 4)。削除後は時間割表の表示ページに戻る。この時、取得した学類の記号から時間割

表 ID が一番若い時間割表ごとの設定を検索し(図 5-11 の 5)、その設定に基づく時間割表を

表示する(図 5-11の 6)。 
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図 5-11 時間割表の削除 

 

 図 5-12に時間割表の削除のリンクを示す。ユーザは赤色の矢印が示すリンクから時間割表

の削除を実行する。削除によって消えた時間割表は赤い丸の部分のリンクの数が減る事によ

って目視で確認できる。 

 

 

図 5-12 時間割表の削除のリンク 

 

5.5 HTML・CSSファイルのダウンロード 

作成した時間割表を HP に掲載するために、時間割表を HTML・CSS ファイルとしてダウ

ンロードする時の流れを図 5-13と図 5-14に示す。ユーザはWebページ上でダウンロードを

実行する(図 5-13 の 1)。この時アプリケーション部分から表示中の時間割表 ID をデータ部

分に送信する(図 5-13 の 2)。データ部分はアプリケーション部分から送られた時間割表 ID

から時間割表ごとの設定を検索し、学類の記号を取得する(図 5-13 の 3)。次に検索した学類

の記号を持つ形式の設定のデータと科目のデータを検索する(図 5-14の 4)。検索する対象は

時間割表ごとの設定、共通の設定、科目の情報表示設定、科目のデータと共通科目の CSV

ファイルである。検索によって取得した設定と科目のデータをアプリケーション部分へ送り
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(図 5-14 の 5)、それらを反映した時間割表を自動記述する事によって HTML・CSS ファイ

ルを作成する(図 5-14 の 6)。そうして作成したファイルを ZIP 形式に圧縮し、ユーザの PC

へ送信する(図 5-14の 7)。 

 

 

図 5-13 HTML・CSSファイルのダウンロード(1/2) 

 

図 5-14 HTML・CSSファイルのダウンロード(2/2) 

 

 図 5-15に時間割表をHTML・CSSファイルとしてダウンロードするためのボタンを示す。

ユーザは赤色の矢印が示すボタンから時間割表のダウンロードを実行する。このときHTML

ファイルは時間割表の数だけ作成され、CSS ファイルは一つ作成される。図 5-15 の例では

リンクの数から時間割表が二つある事が確認できる。そしてダウンロードしたファイルを図

5-16に示す。また、ダウンロードしたHTMLファイルを実際に開いた様子を図 5-17に示す。

ダウンロードした HTML ファイルには各種設定ページへリンクやダウンロードボタン等が

存在せず、時間割表のリンクと作成した時間割表のみとなっている。 
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図 5-15ダウンロードボタン 

 

図 5-16 ダウンロードしたファイル 

 

図 5-17 ダウンロードしたファイルの内容(図 5-16の index.html) 

5.6 科目のデータを更新 

 時間割表に載せる科目のデータを最新のものにするために、KDBから取得した CSVファ

イルを用いて科目のデータを更新する時の流れを図 5-18に示す。ユーザはWebページ上か

ら CSVファイルのアップロードを実行する(5-18の 1)。この時アプリケーション部分は CSV

ファイルを読み込み、その内容をデータ部分に送信する(図 5-18 の 2)。データ部分は CSV

ファイルの内容を受け取った際、既存の科目のデータを廃棄する(図 5-18の 3)。そして受け

取った CSVファイルの内容から新しく科目のデータを作成する(図 5-18の 4)。 
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図 5-18 科目のデータの更新 

 

 図 5-19に CSVファイルをアップロードするためのするためのボタンを示す。この作業は

アプリのトップページから行う。ユーザは赤色の丸で示すアップロードフォームから CSV

ファイルを選択し、アップロードを行う。 

 

 

図 5-19 CSVファイルのアップロードボタン 
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第6章 まとめと今後の展望 
 

 

 

6.1 まとめ 

 大学のHPに載せるコンテンツにおいて時間割表は学生に履修の情報を与える重要な役割

を持っている。顧客である筑波大学の高橋伸准教授は担当する学類では学類の HPの作成を

業者の人に委託しているが、例外として時間割表の部分のみを現在顧客である筑波大学の高

橋伸准教授が受け持っている。時間割表作成の業務は顧客しか行えず、顧客の負担となって

いる。 

本プロジェクトは時間割表作成の業務を委託できるようにする、様々な形式の時間割表を

作成できるようにする、これら顧客の二つ要求を実現するために以下を実現する時間割表作

成アプリの開発を行った。 

 

 時間割表を作成し、学類の HPに掲載する事ができる。 

 年次・学期・時限・曜日等について時間割表の形式を設定する事ができる。 

 新年度に時間割表を更新する事ができる。 

 

プロジェクトの達成度として、二つ目の要求である「様々な形式の時間割表の作成できる

ようにする」は上記のアプリケーションの開発により実現した。今後、フォントや色等設定

できる項目を拡張する。一つ目の要求である「時間割表作成の業務を第三者に委託できるよ

うにする」は実際に事務の人に使用してもらう事が出来なかった点から達成できていない。

今後実際に事務の人に使用してもらい、評価実験を通して評価を収集する事を今後の課題と

した。 

 

6.2 今後の展望 

 本プロジェクトの一つ目の今後の展望としてシステムの機能をより充実させる事がある。

例えば作成した時間割表をダウンロードするのではなくサーバへ直接送れるようにする、

様々な形式の設定について背景色、フォント、アイコン画像のような見た目の設定をできる

ようにする等がある。本プロジェクトでは上記の機能を作成する事を今後の展望の一つ目と

している。 

本プロジェクトの二つ目の今後の展望としてユーザビリティの評価実験がある。近年イン

ターネットの普及に伴い、その環境も変化している。Webサイトにおいてはその利用者だけ

でなく Web サイトの多様性も増えてきている。IT に関する取り組みとして、官公庁や自治

体では IT新改革戦略[1]やみんなの公共サイト運用ガイドライン[2]等を行い、これにより多

くの人が Web サイトを利用する事となった。そうした中ヒューマンセンタードデザイン

[3][4]の実現のためにWebアクセシビリティ[5][6]、ユーザビリティ[7][8][9]の向上を目指す

ことの重要性が高まっている。 

ユーザビリティ評価手法の一つ目の手法としてユーザビリティ・インスペクションがある。

ユーザビリティ・インスペクションとは評価者自らの知識と経験を用いて問題点を発見する
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手法である[10]。評価基準についてそのガイドラインは様々なものがあるがその中でも代表

的なのが Jakob Nielsenの提案した 10ヒューリスティックス[11]である。 

ユーザビリティ評価手法の二つ目の手法としてユーザビリティ・テスティングがある。ユ

ーザビリティ・テスティングとは被験者に実際にシステムを使用してもらい問題点を発見す

る手法である[12]。また、Jakob Nielsen の提案する被験者数と発見できるユーザビリティ

の関係[13]から最小限の被験者の数は 5 人と言われている。また、評価基準として代表的な

のが SUS[14]を用いたアンケート方式である。 

本プロジェクトでは上記二つのユーザビリティ評価手法を用いて改善点を探すことを今後

の展望の二つ目としている。 
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